
徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
猟
法
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

禁
止
に
係
る
指
定
猟
法
の
種
類

く
く
り
わ
な
を
使
用
す
る
方
法

二

指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
名
称
、
区
域
、
面
積
及
び
存
続
期
間

名

称

区

域

面
積

存
続
期
間

権
田
・
槍

神
山
町
と
那
賀
町
と
の
境
界
線
と
一
般
国
道
一
九
三
号
と
の
交
点
を
起
点

一
一
、

令
和
四
年

戸
指
定
猟

と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
お
お
つ
く
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同

四
六
〇

十
一
月
一

法
禁
止
区

所
か
ら
同
谷
を
西
に
進
み
標
高
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
等
高
線
と
の
交
点
に
至
り

ヘ
ク
タ

日
か
ら
令

域

、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
那
賀
郡
那
賀
町
沢
谷
に
至
り
、
同
所
か

ー
ル

和
九
年
十

ら
同
等
高
線
を
西
に
進
み
坂
州
木
頭
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川

月
三
十
一

右
岸
標
高
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
等
高
線
を
東
に
進
み
同
町
掛
盤
に
至
り
、
同
所

日
ま
で

か
ら
同
等
高
線
を
南
西
に
進
み
同
町
白
石
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を

西
に
進
み
中
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
同
町

木
頭
助
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
北
西
に
進
み
東
蝉
谷
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
蝉
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
等
高
線
を
西
に
進
み
西
蝉
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線

を
南
に
進
み
同
町
木
頭
和
無
田
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
西
及
び
北

に
進
み
栩
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
及
び
北
に
進
み

折
宇
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
及
び
北
に
進
み
久
井

谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
同
町
木
頭
北
川
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
西
及
び
北
に
進
み
高
の
瀬
国
有
林
一
五
四
林

班
南
側
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
に
進
み
町
道

剣
山
線
（
剣
山
ス
ー
パ
ー
林
道
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を

北
及
び
東
に
進
み
那
賀
町
と
美
馬
市
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
高
城
山
鳥
獣
保
護
区
の
境
界
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
那
賀
町
と
神
山
町
と
の
境
界
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域


